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怠らまち格子の家ガ完成

町家のつ〈りが見学できます
制町の伝統的包町家づくりを柑しk 向り

きち裕子吋」両院刊に却し一般公開して

い.す.

延長良町'"巨大コ号、関緬与、元関与の門前Iiと L

て形づ〈られ、江戸かり明治初期にかけて、 ^仰

の耐工.の中ιLとLて栄えたま急です.今もこの

奈良町に"当時の町京ゃ耐戒が点"、.史的"

町佐みが蹟令ています.般近はとの町並み告散貧

する人も多〈俗旬、 4奈良の斬Lい阻.スポ， >と

え迎合ています.

はり重ち絹子の家隠、このまち釜訪れる観光客

や市民に町放の.活保式にふれてもらおうと市が

纏でたもので、時】略、かまど、新聞情殴Uど、今で

I:;.tり砂川〈指可た昭のつ〈りが見学で

き奮す..た ピヂ寸で位。"の観光司陣内をす

，帥酬とιて酬('f:r!げます. 

明かりとりやかまど傘ど
も調理

..日"月.日 (!lll日
が健日のとき"翌日〉

咽 L合同〉

. 弘ここで"ト何ンナーレ削刷会

地のひとつと Lて 匂りまら.'. ') 'J←必 関段さ

れ削寸 相 官艇の作品ど岬d され

ています.ぜひご覧〈佐さい.

欄間(叫 -1lH)

第10回記念市展「なら」
過去最多 16田点の応募

今年で凶肝叫え各市展 r，..; Jの，選
作品品展~'， 31JI8日-251l"tで中央公民館
ι日 条町)で聞かれ，した.
今凶の"品総肢は溢1<1長多の“加点で 」

のうち審査で明開印刷前川した.

会場に凶進U多〈の市民.. 方れすばら

"作品をじーョ〈りと定貸してい奮し化.， 

Pヒ今回1:，I~念時晴州."ごとに
.られtlf:. 
'"剖記企特樹貨② !付属貧@λ 市民貧②に
週tまれたの"つ.の叫です. (敏楠〉

く日本画> ~"高淑宮本集積 Ut~ IrUlIl巨
間】輔のああ聞朝子(胡，liラ
@ねむのI~'実〈こる e 俗11育子{天理司船

く津田> "泊先"への道新..術徳治

肝〈生駒，b) 畑山醐町谷
武土〈商笠突今長六TIJJ @.坦嶋州
陶〈高夫自町〕

く酬〉⑦つJれたダン←岨崩発

..  酬l'II!東町〉 ③光る亨節九後.
〈箕面ifj) ~);;旭 市島凶嵯(副大0・長
町一1日〉

m点を展示した入遺作品展に多〈の人が‘貨に舘れました

くエ養〉 ⑦ある凪. 赤絵敏

チ〈肝細"""
本村温子箱'J!ケ iJ;.i¥l日)
@ふくろうの食 島尽掌子

υ;理市)
<.> <t>MI隆司堅持 .凶作.
〈東紀ヲ町二了日， @万.

のうた民中節子(1豊中宮) ~'f白の時

間制也駒酔t.[)

<0興〉⑦復刻k古住光，，1(法益四・((，
@夏策調本市太郎しベ謙一I目j

馴軒町"(南学問。
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「人権在確かめあう日」記金集会

人権の尊さを再認識

.‘園 『人脚齢制う"J配開会が4月w日
中央公民館 u三割"で開かれ約咽人が.加しま

し".
「人織を僚かめあろ日」は ー人ひ，りが人織を認め

あい聞できる社会をめざして平成元年度に即されま

した

集会"子どもf三日 人継叫11!1" t> o r! ，r~ 和教育研

究会の『ひりげゆく温Jかり働〈時制の持のすiまりLさ
唱

4を島a篠麗一"企こr>む巳か，あちさん泊 "'ぱまη司宇eJやf差忌M叫れ立ちF厄布か一qヨ
た人迎のa願‘Lい、リ」の2つの伊伶草文の朗縫でtはaじまり、商問時H
，"，~'， rみんUで住んでよか勺た、 Tどもたろが生，れ
τよか勺たと宵える"別のない町ιしをc，う」と呼び
か'"した.

強た、 「理問のuぃ金書日企めざして」と置して県珂

和敏宵健婦問の佐々本行さんが本平松‘成"年の医史

や白川崎 から人聞の劇、生きていることの閉さ

について..画L傘 Lた.

人権啓発センターガ発足
あらゆる人借問題の啓発拠点

所在雄

春の'It通安全運動

チビッコポリスも交通安全呼びかけ

‘月6日かり'"日開 株の交通安全運動が全国約睡で

舗の広げりれ.した.

市内でも 『交.'11触のfI¥'司Pすり官の大網目魁づ〈りJ

~Ã" -11:'-10+ ~，，:I '" ') ̂ 哨.臨時間や「輔

で棄しもう受過去金」ほど織々"行事で炎通安全，訴え

" た.

6日に"拙酬広場で開かれた仰山では

畑町周入閣， ν一…制時 1

の重点目憶に町，回文崎みあげられた帥奈良

県.著書、 市痢防音楽隊の合同賞議ιあわせて.子高健パ

ト'.によるセレをユーが壌やかに行われました.

大会のあと金.加.が会場から三条通りを眠"断広

漏まで約I.5km笹川νード..ピヲヨポリ 吐き;blじーョ

て「交通ル - ，ら刊り.し ~ 1J t行きかう人た剖呼

びかげ怠 Lた.

今年'" 人権普定.ンターが発足しまし

f:.. .:.の七ンタ-1;1， AH納入継の.，置を縄
念とし 同問闘をはじめあ勺ゆるゆtr.岨

の解決に帆'" 体象的 "則自民::~野党活・を

権温していこうと投盤されたものです.

セノ夕刊M 拙市入問問.

..，同岬船岨~，h ， ，!iJ慌のみ忽さん

がありゆる匁別叫削酬をUくす"動

告してい日比蜘醐とその雰醐づ

〈旬"ど金目的に高齢会すすめています

ヨ広明のE岬業として"入隊問制
帽¢眠、開制マニ.刊の作成

市民連験全蹴<'llt，f，ための〈帥》人胴

突判官週蚕買の股賀、 「義則をな〈す強調"'"

の路行彬はど，予定して".す



緑豊かな愛{iと親しみと誇りの持てる美しいまちに
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